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相当に違うから。一律的にこれでやりますよと上

から下ろした時に，やっぱりこっちは，ここは相

当やりやすいけど。（公民館長） 
 
 これら 3 つの要因は，「地域本部事業」実施前

後で大きくは変化しない，地域の教育体制として

捉えられる。この地域の教育体制を一種の「制度」

として，「社会関係資本」の形成に影響を与える 1
つの要因として見ることもできよう。しかし，そ

の効果は事業実施前後で異なる可能性がある。 
 事業実施前は，地域人材の活用は，（モデル事

業実施地区を除いて）各地区の自主性に委ねられ

ていたため，地域の教育体制に応じて，活用が行

われることが主であった。地域人材の活用が，「社

会関係資本」という＜制度＞の影響を受けていた

にせよ，その「社会関係資本」自体が地域の教育

体制という「制度」に大きく規定されていたため，

結果として教育体制が地域人材の活用に直接的

な規定力を持つことになっていたと言える。 
 しかし，事業実施後は，「制度」として地域人

材の活用が位置付けられたことで，これまでの人

材活用の状況が変化する可能性も出てきている。

新しい「制度」が導入され，＜制度＞の変化が促

されることによって，地域人材の活用についても

地域の教育体制だけでは説明しきれない変化が

起きていくとも考えられる。 
 そこで次に，S.Q.2.に対応する形で＜制度＞レ

ベルの変化の可能性を見ることとする。 

4 ＜制度＞レベルの変化 
4.1 学校-公民館関係の変化 
 「地域本部」事業実施という「制度」の変化に

伴って，「社会関係資本」という＜制度＞はどの

ように変化するだろうか（S.Q.2.）。 
 まず，学校-公民館関係について見よう。これま

での学校と公民館の関係として，直川地区や上浦

地区のように小・中学校から徒歩 5 分圏内に公民

館がある地区では，事業実施前から，日常的な交

流が盛んであったことが指摘されている。 
 

 小学校区単位にありますので，あったので，だ

から学校の先生との結びつきというのは館あたり

にあるんですね。で，そのほとんど地区でのいろ

んな形も学校との中でいろいろするだろうし，日

常的に結構知り合っている，仲が保てた。（振興

局・職員） 

 
 一方で，このような地理的な条件に恵まれない

地区では，公民館体制や，市町村合併による行政

組織の変化を受けて，学校と公民館の関係が良好

でなかったとされている。同時に外部から見ても，

学校の敷居の高さが感じられていた。 
 

 昨年は公民館とのつながりというのは，ほとん

ど。全くなかったですね。地理的なものがありま

して，……公民館遠いっていう。……中で立って

頂ける……コーディネーターのような方がいませ

んでしたので。何か地域の教育力を活用させて頂

きたいという時にはどうしても校長の方が一対一

対応と言いますか，……校長の方が電話連絡取っ

てしていくという形でやっていました。（小学校・

教頭） 
 

 公民館との日常的な情報交換というのが，やは

り少なかったんじゃないかと思います。［中略］公

民館あるいは昔の教育委員会，今教育委員会がな

くなっているんですよ，以前の教育委員会がそれ

を推進しておったと思います。（小学校・校長） 
 

 当時学校っていうのは敷居がものすごく高かっ

た。で，私も子どもを育ててたんで，違う校区だ

ったんですけどね。……やっぱり知った先生もい

ないし，職員室に入ること自体が敷居が高かった

です。（コーディネーター） 
 
 これに対して事業実施後は関係に変化が生じ

る可能性がある。まず，学校でなく公民館に「地

域本部」が置かれたことにより，教職員の心理的

負荷が軽減されていることが注目できる。学校の

教職員からは，しばしば新規事業を実施すること

についてのコストへの懸念が示されることがあ

るが，この点をクリアすることで，学校，公民館，

コーディネーター3 者の協力が進む可能性がある。 
 

 中心が公民館ということでそこでちょっと少し

肩の荷が軽くなったような感じがあります。（小学

校・校長） 
 
 また，コーディネーターが「制度」として位置

付けられたことにより，学校はこれまでのインフ

ォーマルな関係に比べて依頼がしやすくなった

こと，学校外部の職員やコーディネーターからす
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